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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月24日(2012.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
【図１】複数の異なる露光量の画像を合成して広いダイナミックレンジの画像を得る処理
について説明する図である。
【図２】長時間露光画像（ＬＥ）の出力値（輝度）と、短時間露光画像（ＳＥ）の出力値
（輝度）との対応関係について説明する図である。
【図３】本発明の画像処理装置の全体構成例について説明する図である。
【図４】本発明の実施例１に係る画像処理装置の画像処理部１０４の処理を説明する図で
ある。
【図５】露光時間Ｔ１～Ｔ４の４枚の画像を利用して、１枚の広ダイナミックレンジ画像
を合成する合成処理の一例について説明する図である。
【図６】合成画像間の画素値の対応関係について説明する図である。
【図７】合成画像間の相関を利用して動き領域を検出する処理について説明する図である
。
【図８】第２実施例の画像処理装置の実行する画像処理について説明する図である。
【図９】第２実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図１０】第２実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図１１】第３実施例の画像処理装置の実行する画像処理について説明する図である。
【図１２】長時間露光画像の出力値と、短時間露光画像の出力値の対応関係について説明
する図である。
【図１３】第３実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図１４】第４実施例のコンセプトを説明する図である。
【図１５】第４実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
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【図１６】検出対象画素の周囲の画素との比較処理について説明する図である。
【図１７】第５実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図１８】第６実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図１９】被写体が動いた場合の撮像素子の出力信号の例について説明する図である。
【図２０】第７実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図２１】第８実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図２２】第９実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図２３】第９実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図２４】第１０実施例の画像処理装置の処理を説明するブロック図である。
【図２５】第１０実施例の画像処理装置の処理に適用する長時間露光画像と短時間露光画
像の出力値の対応関係について説明する図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　この合成手法は、現在の合成画像（合成画像ｂ，１４１ｂ）、過去の合成画像（合成画
像ａ，１４１ａ）とも同じ処理であり、被写体が動かない場合、同一座標の画素値は一致
し、図６に示す傾きが１の直線上にのるはずである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　画像合成部２０１の生成した合成画像は、動き領域検出部２０２に入力する。動き領域
検出部２０２は、例えば４枚の画像による合成画像ａと、その次の４枚の画像による合成
画像ｂを続けて入力する場合、先行して入力した合成画像ａを通過させて出力（合成画像
１４１）するとともに、フレームメモリ２０３に保存する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　動き領域検出部２０２の処理は、実施例１と同様である。すなわち、現在の合成画像（
合成画像ｂ，１４１ｂ）と、過去の合成画像（合成画像ａ，１４１ａ）において、被写体
が動かない場合、同一座標の画素値は一致し、図６に示す傾きが１の直線上にのるはずで
ある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　画像合成部２０１の生成した合成画像は、動き領域検出部２０２に入力する。動き領域
検出部２０２は、例えば４枚の画像（画像１～画像４）による合成画像ａと、その次の４
枚の画像（画像２～画像５）による合成画像ｂを続けて入力する場合、先行して入力した
合成画像ａを通過させて出力（合成画像１４１）するとともに、フレームメモリ２０３に
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保存する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　画像合成部２０１は、先に図６を参照して説明したように、輝度に応じて異なる露光時
間の画像を組み合わせて、飽和画素値となる白とび画素を排除した合成画像を生成する。
画像合成部２０１の生成した合成画像は、動き領域検出部２０２に入力する。動き領域検
出部２０２は、例えば４枚の画像による合成画像ａと、その次の４枚の画像による合成画
像ｂを続けて入力する場合、先行して入力した合成画像ａを通過させて出力（合成画像１
４１）するとともに、フレームメモリ２０３に保存する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６５】
　画像合成処理に際しては、短時間露光の出力値と長時間露光の出力値とを比較するが、
この例では、短時間露光の出力は小さいため、長時間露光の出力が選択されることがある
。ここで問題となるのは、この長時間露光の出力値が全く正しくないことである。なぜな
ら、図１９に示すように、長時間露光時間（Ｔ４）の経過後に得られる長時間露光出力に
は、中間電位の保存レベルまでの信号がオフセットとして乗っているからである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７８】
　図２１に示す動き領域検出部ｂ２１０は、このような処理によって動き領域検出情報ｂ
１４３ｂを生成して出力する。動き領域検出情報ｂ１４３ｂは、例えば、合成画像の構成
画素単位で動き領域画素＝１、動き領域でない画素＝０とした画素対応の動き領域検出情
報等によって構成される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８１】
　本実施例８においても、実施例７と同様、先に図１９を参照して説明した各露光時間の
画像の画素値を参照して動き領域判定処理を行うが、本実施例では、画像合成後のデータ
を利用した動き検出処理において、動き領域として検出されない領域は、画質劣化動き領
域として選択されないことになる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０８】
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　このように、本実施例の画像処理部１０４の相関検出部は、各露光時間に応じた撮像素
子の特性に応じた相関関係情報を適用して異なる露光時間の画像の対応画素の画素値比較
を実行してあらかじめ設定された閾値以上の差分がある場合は動き領域とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１１】
　本実施例の構成では、合成画像の生成処理が不要であり、合成画像生成を実行しない構
成においても適用可能である。また、合成画像開始以前に図２４に示す処理によって動き
領域を判別して、その判別結果を適用して動き領域についての補正等を実行して合成画像
を生成するといった処理にも適用できる。
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